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３ 井上将成，藤田亜美，水田恒太郎，朴 蓮花，岳 海源，八坂敏一，川崎弘貴，熊本栄一：成熟ラッ

ト脊髄膠様質ニューロンにおけるグルタミン酸作動性自発性興奮性シナプス伝達に及ぼすオイゲ

ノールの促進作用．第６１回西日本生理学会．長崎 ２０１０，１０，１５‐１６．第６１回西日本生理学会プロ

グラム・予稿集，１５．

４ 大坪めぐみ，檀上 敦，下平大治，森 啓輔，青山貴博，野口信宏，山下佳雄，後藤昌昭：腹部症

状改善を目的とした経鼻胃栄養における経腸栄養剤の半固形化の試み．第７８回日本口腔外科学会九

州地方会．福岡 ２０１０，９，４．第７８回日本口腔外科学会九州地方会プログラム ７８，１８．

５ ○朴 蓮花，藤田亜美，岳 海源，蒋 昌宇，井上将成，八坂敏一，水田恒太郎，上村聡子，楊

柳，熊本栄一：ラット脊髄膠様質ニューロンにおける興奮性シナプス伝達のテトラカインによる促

進作用．第６１回西日本生理学会．長崎 ２０１０，１０，１５‐１６．第６１回西日本生理学会プログラム・予

稿集，１５．

６ 重松正仁，野口信宏，檀上 敦，山下佳雄，後藤昌昭：佐賀市立国民健康保険三瀬診療所歯科にお

ける iPadを利用した歯科診療と大学病院との連携について．日本医療マネージメント学会第９回

九州・山口連合大会．佐賀 ２０１０，１１，５‐６．プログラム・抄録集，１３９．

７ 重松正仁，鏑木正紀，檀上 敦，山下佳雄，内田雄基，野口信宏，山口能正，埴原恒彦，後藤昌昭：

副オトガイ孔における発現頻度と形態および組織学的分析．日本口腔インプラント学会第２７回九州

支部学術大会．福岡 ２０１０，２，２７‐２８．日口腔インプラント誌 ２３，３，８０．

８ 内田雄基，鏑木正紀，重松正仁，野口信宏，山下佳雄，後藤昌昭，増子貞彦，埴原恒彦：上顎洞底

骨移植術のための上顎洞の解剖研究．日本口腔インプラント学会第２７回九州支部学術大会．福岡

２０１０，２，２７．日口腔インプラント誌 ２３，３，９５‐９６．

９ 内田雄基，鏑木正紀，野口信宏，檀上 敦，下平大治，山下佳雄，後藤昌昭，増子貞彦：インプラ

ント埋入時に考慮すべき舌下腺窩の深さと位置の解剖学的計測．第７８回日本口腔外科学会九州地方

会．福岡 ２０１０，９，４．第７８回日本口腔外科学会九州地方会プログラム ７８，１５．

１０ 山口能正，中川美智子，佐々木明美，中牟田雅律：歯科技工士専門学校における顎顔面補綴技工教

育．九州沖縄地区日本歯科技工学会．佐世保 ２０１０，９，１２．５．

１１ 山下佳雄，佐野直人，檀上 敦，下平大治，野口信宏，宮本比呂志，後藤昌昭：皮弁により再建さ

れた口腔内の唾液中細菌叢の変化（１６SrRNAによる口腔内細菌叢の網羅的解析）．九州地区口腔癌

研究会第１４回学術講演会．福岡 ２０１０，９，３．

１２ 山下佳雄，檀上 敦，野口信宏，藤井 進，後藤昌昭：佐賀大学医学部附属病院における口腔ケア

サポート班（OST）の活動．日本医療マネージメント学会第９回九州・山口連合大会．佐賀 ２０１０，

１１，５‐６．プログラム・抄録集，１４９．

１３ ○岳 海源，藤田亜美，朴 蓮花，井上将成，蒋 昌宇，水田恒太郎，八坂敏一，熊本栄一：成熟ラッ

ト脊髄膠様質ニューロンにおける自発性グルタミン酸放出のジンゲロンによる促進．第６１回西日本

生理学会．長崎 ２０１０，１０，１５‐１６．第６１回西日本生理学会プログラム・予稿集，１４．



役職 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

助 教 檀上 敦 平成２２年佐賀大学中期計画
実行経費

医学部研究者
育成支援事業

シスタチン Cを用いた転移性骨腫瘍
の制御

７００

助 教 重松 正仁 平成２２年佐賀大学中期計画
実行経費

医学部研究者
育成支援事業

日本人の下顎骨形態分析と下顎骨に関
連した神経血管系組織の変異に関する
研究

９９１

准教授 山下 佳雄 科学研究費補助金 基盤研究 C 唇顎口蓋裂患者における間葉系幹細胞
を用いた再生治療の確立

２，６００

助 教 下平 大治 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【臨床】

小型低温プラズマ滅菌装置による歯科
用器材の滅菌評価

５００

講 師 野口 信宏 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【臨床】

デジタル技工の質を向上させる歯顎顔
面３次元情報統合システムの開発

５００

その他の学会

１ 井上将成，藤田亜美，水田恒太郎，朴 蓮花，岳 海源，青山貴博，八坂敏一，熊本栄一：ラット

脊髄膠様質ニューロンの興奮性シナプス伝達に及ぼすオイゲノールの効果．第３２回脊髄機能診断研

究会．東京 ２０１０，２，６．第３２回脊髄機能診断研究会プログラム・抄録，１５．

２ ○熊本栄一，朴 蓮花，岳 海源，井上将成，藤田亜美，水田恒太郎，蒋 昌宇，八坂敏一，熊本栄

一：局所麻酔作用を持つ化学物質による脊髄後角の自発性興奮性シナプス伝達促進－TRPチャネ

ルの関与．生理学研究所研究会「第６回 TRPチャネル研究会」．岡崎 ２０１０，６，３‐４．第６回

TRPチャネル研究会 プログラム・抄録集，２３．

３ ○熊本栄一，岳 海源，朴 蓮花，井上将成，蒋 昌宇，藤田亜美，八坂敏一，楊 柳，川崎弘貴，

上村聡子，水田恒太郎：脊髄膠様質の痛み伝達抑制に働く TRPチャネルの活動電位伝導遮断物質

による活性化．生理学研究所研究会「痛みの病態生理と神経・分子機構」．岡崎 ２０１０，１２，３‐４．

生理学研究所研究会「痛みの病態生理と神経・分子機構」抄録集，２３．

４ ○熊本栄一，岳 海源，藤田亜美，朴 蓮花，蒋 昌宇，水田恒太郎，八坂敏一，楊 柳，井上将

成，川崎弘貴，上村聡子：ラット脊髄後角第�層ニューロンにおけるシナプス伝達のガラニンによ

る抑制機構．生理学研究所研究会「シナプス伝達の概念志向型研究」．岡崎 ２０１０，１２，７‐８．生

理学研究所研究会「シナプス伝達の概念志向型研究」抄録集，９．

５ ○蒋 昌宇，藤田亜美，岳 海源，朴 蓮花，水田恒太郎，井上将成，八坂敏一，熊本栄一：レシニ

フェラトキシンによる TRPV１活性化を介したラット脊髄膠様質ニューロンの興奮性シナプス伝達

促進．第３２回脊髄機能診断研究会．東京 ２０１０，２，６．第３２回脊髄機能診断研究会プログラム・

抄録，１５．

６ 山下佳雄：ビスホスホネート系製剤と顎骨壊死．佐賀県骨転移研究会．佐賀 ２０１０，２，９．

７ 山下佳雄：佐賀大学医学部附属病院における口腔ケアサポート班（OST）の活動．佐賀摂食・嚥下

リハビリテーション研究会．佐賀 ２０１０，４，１７．

研究助成等



職名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

准教授 山下 佳雄 学術大会優秀発表理事長賞
日本顎顔面インプラント学会

下顎骨再建に用いた移植骨へ埋入したインプラント周
囲骨の経時的変化

学術（学会）賞


